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東海大学が Ｔｏ－Ｃｏｌｌａｂｏ（トコラボ
プログラム」で取り組む全国連動型地域連携活動

　神奈川県内には大手企業の研究開発機関が数多く立地し、県内の大学は企業と
技術開発や人材育成などで連携を深めてきた。だが、少子高齢化で大学を取り巻
く環境が厳しさを増す中、連携の対象は大手企業だけでなく、地元の自治体や中
小企業まで拡大。日頃の研究成果を地域社会に還元する動きも出ている。各大学
とも独自性にあふれた地域密着型の取り組みに力を入れ、存在感を高めている。

広がる連携の動き研究成果を地域社会に還元

神
奈
川
大
学

神
奈
川
工
科
大
学

燃料電池電源を開発地元企業と製品化

　
神
奈
川
工
科
大
学
は
神
奈
川

県
厚
木
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置

き
、
工
学
部
、
創
造
工
学
部
、

応
用
バ
イ
オ
科
学
部
、
情
報
学

部
の
４
学
部
を
設

置
す
る
。
東
日
本

大
震
災
以
降
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
と
い
っ
た
ニ

ー
ズ
が
強
ま
る

中
、
同
分
野
で
数

多
く
の
成
果
を
上

げ
て
き
た
。

　
中
で
も
、
電
気

電
子
情
報
工
学
科

の
板
子
一
隆
教
授

は
太
陽
光
発
電
や

燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
の
高
効
率
化
に

つ
い
て
研
究
を
進

め
て
お
り
、
最
近

で
は
燃
料
と
な
る
水
素
の
使
用

量
を
抑
制
す
る
水
素
燃
料
電
池

電
源
を
開
発
し
た
。
独
自
の
制

御
技
術

特
許
出
願
済

を
用

い
て
お
り
、
燃
料
使
用
量
を
セ

ン
サ
ー
で
検
知
し
な
が
ら
燃
料

電
池
の
出
力
と
燃
料
消
費
量
の

比
率

出
力
燃
料
比

が
最
も

高
い
最
大
効
率
点
を

約

秒
間
で
検
出
。

こ
れ
に
よ
り
、
水
素

消
費
量
を
従
来
機
比

％
削
減
で
き
る
と

い
う
。

　
製
品
化
に
は
地
元

企
業
の
エ
ポ
ッ
ク
サ

イ
エ
ン
ス

神
奈
川

県
寒
川
町

と
協

力
。
同
社
は
年
内
に

も
販
売
を
開
始
す
る

方
針
で
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
た
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
提

案
を
目
指
す
。
電
源

が
遮
断
さ
れ
た
現
場
や
災
害
時

な
ど
で
も
電
力
を
長
時
間
供
給

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
役

立
て
る
。

東
海
大
学

全国連動で活動地域の課題を解決

　
東
海
大
学
は
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
日
本
全
国
に

キ
ャ
ン

パ
ス
、

学
部
、

学
科
・
専

攻
・
課
程
を
擁
す
る
総
合
大

学
。
約
３
万
人
の
学
生
が
学

ぶ
。
神
奈
川
県
内
に
は
湘
南
キ

ャ
ン
パ
ス

平
塚
市

と
伊
勢

原
キ
ャ
ン
パ
ス

伊
勢
原
市

が
あ
り
、
県
央
地
区
の
企
業
や

自
治
体
と
長
年
に
わ
た
っ
て
連

携
を
進
め
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
度
に
は
文
部
科

学
省
が
始
め
た
「
地

知

の

拠
点
整
備
事
業
」
に
「
Ｔ
ｏ
―

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ

ト
コ
ラ

ボ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ

れ
、
全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
網
を

持
つ
同
大
な
ら
で
は
の
「
全
国

連
動
型
地
域
連
携
活
動
」
を
展

開
。
自
治
体
と
連
携
し
、
地
域

特
有
の
課
題
や
全
国
共
通
の
課

題
を
す
べ
て
の
教
職
員
・
学
生

が
共
有
す
る
こ
と
で
解
決
策
を

見
い
だ
す
取
り
組
み
を
始
め

た
。
連
携
す
る
自
治
体
は
湘
南

キ
ャ
ン
パ
ス
の
平
塚
市
、
秦
野

市
、
大
磯
町
、
伊
勢
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
伊
勢
原
市
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
提
携

を
進
め
て
い
る
。

　
テ
ー
マ
は
「
地
域
の
生
活
を

充
実
さ
せ
る
」
「
自
然
環
境
を

守
る
」
な
ど
４
計
画
８
事
業
に

ま
と
め
、

年
度
は

件
の
研

究
を
実
施
。
３
月
に
は
高
輪
キ

ャ
ン
パ
ス

東
京
都
港
区

で

成
果
報
告
会
を
開
い
た
。

年

度
は
研
究
活
動
だ
け
で
な
く
、

教
育
活
動
と
社
会
貢
献
活
動
も

募
集
対
象
に
加
え
、
２
人
以
上

の
メ
ン
バ
ー
で
行
う
取
り
組
み

タ
イ
プ
１

に
は
上
限

万

円
、
５
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で

所
属
組
織
と
地
域
を
横
断
し
て

い
る
取
り
組
み

タ
イ
プ
２

に
は
同
３
０
０
万
円
を
支
給
す

る
。
研
究
数
も
昨
年
度
の

件

か
ら

件
に
増
加
し
、
参
加
す

る
教
員
は
約
１
割
に
達
す
る
。

梶
井
龍
太
郎
ト
コ
ラ
ボ
推
進
室

長
は
「
応
募
件
数
も
増
え
、
全

体
的
に
意
識
が
高
く
な
っ
て
い

る
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　
東
海
大
学
で
は
学
生
中
心
に

社
会
的
意
義
の
あ
る
活
動
を
実

践
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ

ー
」
を
展
開
し
て
い
る
。
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
ト
コ
ラ
ボ
に
取
り
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

中
か
ら
将
来
の
東
海
大
学
を
け

ん
引
し
て
い
く
よ
う
な
重
要
研

究
が
育
っ
て
も
ら
い
た
い
」

梶
井
室
長

と
い
う
。

神奈川大学の木下佳樹教授が進めている
アシュアランスケースの研究に関する会議

システム検証法を研究地域防災計画の改善にも

　
シ
ス
テ
ム
の
検
証
過
程
と
検

証
結
果
を
す
べ
て
ま
と
め
た
書

類
「
ア
シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー

ス
」
。
今
や
産
業
や
行
政
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
シ
ス
テ
ム
に

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
入
り
込
み
、

複
雑
化
す
る
中
、
そ
れ
が
問
題

な
く
働
く
こ
と
を
検
証
す
る
仕

組
み
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
神
奈
川
大
学
は
こ
う
し

た
ア
シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
の
構

築
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
を

展
開
。
理
学
部
情
報
科
学
科
の

木
下
佳
樹
教
授
は
、
シ
ス
テ
ム

の
論
理
的
な
誤
り
を
自
動
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
技
術
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。

　
ア
シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
は
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
の
み
な
ら

ず
、
信
頼
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
な
ど
に
つ
い
て
の
確
信
に
至

る
過
程
の
議
論
を
記
す
。
木
下

教
授
は
２
０
０
８
年
か
ら
こ
の

構
築
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
中
で
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
用
い
て
ア
シ
ュ
ラ
ン
ス

ケ
ー
ス
自
体
の
整
合
性
を
検
査

す
る
技
術
「
形
式
ア
シ
ュ
ラ
ン

ス
ケ
ー
ス

Ｆ
Ａ
Ｃ

」
に
つ

い
て
は
世
界
的
に
も
リ
ー
ド
す

る
存
在
だ
。
情
報
処
理
推
進
機

構
「
２
０
１
４
年
度
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
工
学
分
野
の
先
導
的
研
究

支
援
事
業
」
に
応
募
し
た
「
オ

ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
・
デ
ィ
ペ
ン

ダ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
形
式
ア

シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
・
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
が
採
択
さ
れ
て
６

月
か
ら
開
始
。
シ
ス
テ
ム
が
想

定
外
の
事
態
に
直
面
し
た
と
き

に
対
処
で
き
る
か
ど
う
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
形
式
ア
シ
ュ
ラ
ン

ス
ケ
ー
ス
の
枠
組
み
を
研
究
し

て
い
る
。

　
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
や
医
療
機

器
、
自
動
車
と
い
っ
た
ア
シ
ュ

ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
が
必
要
と
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
は
大
規
模
か
つ
複

雑
で
込
み
入
っ
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
の
記
述
を
人
間
が
読
ん
で

精
査
し
て
も
、
間
違
い
を
見
つ

け
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
木

下
教
授
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
可
読
な
形
で
ア
シ
ュ
ラ
ン
ス

ケ
ー
ス
を
記
す
こ
と
で
論
理
的

な
整
合
性
検
査
を
瞬
時
に
行

い
、
人
間
に
よ
る
高
度
な
検
査

を
容
易
に
す
る
支
援
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

木
下
教
授
は
「
大
規
模
、
複
雑

な
シ
ス
テ
ム
を
評
価
す
る
際
に

は
、
何
を
尺
度
に
す
べ
き
か
が

ま
ず
問
題
に
な
る
。
ア
シ
ュ
ラ

ン
ス
ケ
ー
ス
に
は
、
シ
ス
テ
ム

評
価
の
尺
度
の
妥
当
性
の
議
論

が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
議
論
の

結
果
選
ば
れ
た
尺
度
に
沿
っ
た

シ
ス
テ
ム
評
価
の
結
果
が
記
さ

れ
る
。
も
と
も
と
高
度
の
安
全

性
が
要
求
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が

対
象
だ
っ
た
が
、
今
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
木
下
教
授
は
形
式
ア

シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
技
術
を
、

行
政
資
料
の
整
合
性
検
査
に
も

活
用
し
よ
う
と
計
画
し
て
い

る
。
実
際
、
神
奈
川
県
平
塚
市

と
同
市
の
地
域
防
災
計
画
の
自

動
検
査
に
関
す
る
共
同
研
究
を

今
年
度
か
ら
開
始
。
災
害
基
本

法
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
て
い

る
地
域
防
災
計
画
は
数
百
ペ
ー

ジ
に
お
よ
び
、
し
か
も
頻
繁
に

更
新
さ
れ
る
。
実
地
試
験
も
年

に
一
度
程
度
し
か
行
え
な
い
た

め
、
計
画
書
の
内
部
矛
盾
や
用

語
の
不
整
合
な
ど
を
見
つ
け
る

の
は
簡
単
で
は
な
い
。
自
動
検

査
の
技
術
を
用
い
る
こ
と
で

「
人
間
が
効
果
的
に
高
度
の
精

査
を
行
う
た
め
の
支
援
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
さ
せ
た
い
」
と

い
う
。

　
地
域
防
災
計
画
で
は
さ
さ
い

な
論
理
的
誤
り
が
重
大
な
帰
結

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
そ

の
質
的
向
上
が
特
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
木
下
教
授
は
「
形
式

ア
シ
ュ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ス
技
術
は

地
域
防
災
計
画
の
質
的
改
善
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
」
と
推
測
す
る
。

神奈川の大学
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